
 

令和４年９月１日 

新 潟 県 出 納 局 

 

１ 概 要 

(1) 現 状 

  ○ 新潟県では、運転免許証やパスポートの取得、許認可等の各種行政手続の手数料

や証明書の発行手数料について、新潟県収入証紙条例等に基づき、主に新潟県収入

証紙（以下「証紙」と言います。）で納付していただいています。 

  ○ 具体的には、金融機関や収入証紙売りさばき所（県庁や地域振興局の売店、運転

免許センター等）で、申請者が手数料額の証紙を購入し、申請書等に証紙を貼付し

て手数料を納付していただいています。 

 

 (2) 証紙制度の課題と電子納付・キャッシュレス決済の推進 

  ○ 現在の証紙制度は、証紙の購入場所がわかりにくいことや申請手続の窓口と異な

ること、購入時間や購入場所が限定されることなどの課題があります。 

○ 一方、日常生活の中でキャッシュレス決済が一定程度浸透するなど、支払方法に

おける県民の皆様の行動様式も変化してきています。 

○ そのため、本県では令和３年度に「デジタル改革の実行方針」を策定し、行政に

おけるデジタル改革を進めており、手数料等の納付については、令和４年度から収

入証紙以外に、電子納付(*)や県窓口でのキャッシュレス決済を導入して、その利用

を促進しています。 

○ これらの状況を踏まえ、申請者の利便性の向上と県行政の効率化をさらに推進す

るため、証紙の廃止と証紙に代わる納付方法を検討しているところです。 

* 電子納付：手数料等の納付に関して、パソコンやスマートフォンから、電子申請システム等

を利用して、クレジットカードやインターネットバンキングにより支払うこと。 

 

２ 証紙に代わる納付方法（案） 

(1) 現在 

  証紙で納付（金融機関や証紙売りさばき所で証紙を購入） 

 

(2) 証紙に代わる納付方法（案） 

  証紙廃止後も申請者の利便性を確保するよう、証紙に代わる納付方法を検討します。 

 ア 電子申請と併せた電子納付 

・ パソコンやスマートフォンから、電子申請システム等を利用して、クレジット

カードやペイジー（インターネットバンキング等）による納付 

 イ 窓口キャッシュレス 

  ・ 県の窓口において、クレジットカードやＱＲコード決済、電子マネーでの納付 

 ウ 窓口現金納付 

  ・ 県の窓口において、現金の納付 

キャッシュレス決済の導入に伴う新潟県収入証紙の廃止について 

別添２ 



 エ 納入通知書や無記名の納付書の利用 

  ・ 県が発行する納入通知書等を利用して、金融機関やコンビニ（検討中）におい

て、現金の納付 

 

※ 各手数料の担当課が適切な納付方法を定めますが、手数料によっては対応できな

い方法もあることから、必ずしも全ての方法で納付できるものではありません。 

 

３ 証紙制度の廃止で期待される主な効果 

 (1) 納付方法の多様化による利便性の向上 

  ・ 電子申請と電子納付により「いつでもどこでも」申請と納付が可能になります。 

  ・ 電子納付以外でも、県の窓口におけるキャッシュレス決済や納入通知書など納付

方法を多様化します。 

 

 (2) 証紙購入に伴う煩雑さの解消 

  ・ 申請する前にあらかじめ証紙を購入する煩雑さが解消されます。 

・ 証紙の購入場所を探すことや、休日や時間外に購入できないという不便が解消さ

れます。 

・ 証紙と収入印紙を間違えて購入するおそれや、手元に証紙を保管しておく必要が

なくなります。 

 

４ 今後の予定 

  令和４年中に県議会に新潟県収入証紙廃止条例案を提出し、可決されれば、１年程度

の準備期間の後、令和６年８月末をもって証紙を廃止し、証紙による手数料の納付方法

を変更します。 

 

 ○ 令和４年度 

  ・ パブリックコメント 

  ・ 収入証紙廃止条例案 提出 

 ○ 令和５年度 

・ 証紙に代わる納付方法の周知 

 ○ 令和６年度 

・ 令和６年８月末 収入証紙廃止条例 施行（証紙の販売終了） 

・ 令和７年３月末まで 証紙の利用可能 

 ○ 令和 11 年度 

・ 令和 12 年３月末まで 未使用の証紙の還付（払戻し）に対応 

 

５ 本件についてのお問い合わせ先 

  新潟県 出納局 管理課 企画・指導係 

  電話 025-280-5483（直通） 

  FAX  025-284-2772 

  メール ngt190010@pref.niigata.lg.jp 

 

 



 

（参考１）証紙による納付実績（令和元年度～３年度） 

年度 種目数 証紙使用申請件数 証紙使用金額 

令和元年度 
780 種類 13,210,373 件 3,530,701,560 円 

(うち使用料 1 種類) (うち使用料 35件) （うち使用料 51,524 円） 

令和２年度 
770 種類 13,788,105 件 3,354,130,734 円 

(うち使用料 1 種類) (うち使用料 8 件) （うち使用料 13,673 円） 

令和３年度 771 種類 13,491,042 件 3,353,466,168 円 

※（ ）書きの使用料は「佐渡空港着陸料及び停留料」 

 

（参考２）証紙により納付する主な手数料種目（令和３年度） 

・ 自動車免許更新 

・ 車庫証明申請 

  ・ 道路使用許可申請 

  ・ と畜、食鳥検査 

・ 危険物取扱者試験講習 

  ・ 旅券（パスポート）発給 

  ・ 建設業許可等申請 

・ 工業技術総合研究所における試験 

・ 産廃収集運搬業許可等申請 

・ 飲食店許可申請 等 

 

（参考３）証紙を販売する金融機関と売りさばき所（令和４年５月 31 日現在） 

  ○ 金融機関 

・ 20 金融機関（地方銀行（２）、信用金庫（９）、信用組合（９））の本店・支店 

 479 店舗 

 

  ○ 金融機関以外 

・ 県庁・地域振興局の売店、コンビニエンスストア、市町村、交通安全協会・自

動車学校 等 54 団体 63 カ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（参考４）県民アンケート「行政手続におけるキャッシュレス決済について」の結果 

 

［県民アンケート実施概要と主な回答結果］ 

      実施時期 ： 令和３年７月実施（郵送） 

      対象者  ： 県民（県内在住 18 歳～79 歳男女）500 名 

             回答 412 名（回答率 82.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政手続におけるキャッシュレス決済の導入に対するニーズや期待がある反面、現金納

付のニーズも根強い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  収入証紙による収納方法について、便利だという認識は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 行政手続で利用したい納付方法

ｷｬｯｼｭﾚｽ決済
52.4%

(ｵﾝﾗｲﾝ)
27.8%

(窓口)
24.6%

現金 36.2%

収入証紙
4.6%

その他 1.3% わからない 5.6%
《利用したいｷｬｯｼｭﾚｽ》
・ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 88.4％
・QRｺｰﾄﾞ決済 44.0％
・電子マネー 41.4％
・ペイジー 8.7％

とても便利 2.7%

どちらかといえば
便利 11.4%

どちらともいえない
41.3%

どちらかといえば
不便 31.8%

とても不便
12.7%

○ 収入証紙を便利だと思うか

不便 44.5％

便利 14.1％


